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日  時　令和６年２月４日（日）

１1：００ハムの集い　　１３：００支部大会

場  所　印南町公民館

和歌山県日高郡印南町大字印南2009-1

、

（１）開会の辞

（２）支部長挨拶

（３）関西地方本部長挨拶

（４）ＪＡＲＬ森田会長お祝い文紹介

（５） 2022年度行事報告･同決算報告

（６） 2023年度中間報告･同決算報告

（７） 2024年度行事計画･同予算説明

（８）和歌山コンテスト35回結果報告・36回開催案内

（９）非常通信訓練結果報告

（10） D-STARによる非常通信のためのロールコール結果報告

　　　　 （11）和歌山アワ－ド発行状況報告

（12）監査指導報告

（13）支部役員の紹介

（14）意見交換   その他

（15）閉会の辞

支部報告･ハムの集いのご案内

ＪＡＲＬ和歌山県支部 　

～～～～～　～～～～～　～～～～～　～～～～～

２０２３年度ＪＡＲＬ和歌山県支部大会

ー　２　ー　



Ｊ Ａ Ｒ Ｌ 会 員 の み な さ ま こ ん に ち は  JR3KUF 池 上 で す 。  

 

本 日 は JARL 和 歌 山 県 支 部 大 会 に お 越 し い た だ き あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 

令 和 ６ 年 １ 月 １ 日 の 元 日 ふ る さ と に 帰 省 し 楽 し い 正 月 を 過 ご し て い た で あ ろ

う 能 登 半 島 に 大 地 震 が 発 生 し ま し た 。 亡 く な ら れ た ２ ３ ２ 名 の 方 々 の ご 冥 福 を

お 祈 り 申 し 上 げ ま す と 共 に 被 災 さ れ た 皆 様 に お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

能 登 半 島 地 震 は あ ら た め て 地 震 の 怖 さ と 備 え の 大 切 さ を 教 え て く れ ま し た 。  

１ ９ ４ ８ 年 の 昭 和 南 海 地 震 か ら ７ ８ 年 、平 均 間 隔 ８ ８ 年 で す か ら 、２ ０ ３ ５ 年

±５ 年 で 発 生 す る と い う 予 測 が 出 て い ま す が 、 い つ 来 て も お か し く な い 時 期 に

来 て い ま す 。  

今 回 は 全 国 か ら 能 登 半 島 に 応 援 が 来 て い ま す が 、東 南 海・南 海 地 震の 際 は 非 常

に 広 域 に 被 害 を 受 け る た め 、 大 阪 市 や 名 古 屋 市 な ど の 被 害 が 注 目 さ れ 救 助 も 支

援 も 遅 れ る 事 を 覚 悟 し な け れ ば な ら な い で し ょ う 。自 宅 の 耐 震 化 、食 料 、飲 料 水

の 備 蓄 、 生 き 延 び る た め の 知 識 と 準 備 は 今 か ら で き る 事 で す 。  

非 常 通 信 の た め の バ ッ テ リ ー を い ろ い ろ 展 示 し て お り ま す の で 、 ご 自 身 の た

め 、 仲 間 の た め 、 地 域 の た め 、 の 通 信 確 保 の 参 考 に し て 頂 き た い と 思 い ま す 。  

今 年 度 は 和 歌 山 ハ ム ベ ン シ ョ ン と し て 年 ２ 回 和 歌 山 市 雑 賀 崎 で 開 催 し て お り

不 用 品 の 再 活 用 や ア イ ボ ー ル ミ ー テ ィ ン グ に 、 多 く の み な さ ん の 楽 し み に し て

い た だ い て お り ま す 。  

本 年 は Ｊ Ａ Ｒ Ｌ 理 事 、社 員 の 選 挙 の 年 と な り ま す 。支 部 区 域 毎 の 社 員（ 支 部 ⾧ ）

と し て 私 、 Ｊ Ｒ ３ Ｋ Ｕ Ｆ 池 上 が も う 1 期 2 年 頑 張 っ て 、 後 任 を 育 て る 2 年 に し

た い と 思 っ て お り ま す 。  

ま た 関 西 地 方 本 部 毎 の 社 員 と し て 、 現 在 の 片 山 社 員 に 代 わ っ て  

Ｊ Ｏ ３ Ｖ Ｕ Ｑ 松 岡 が 立 候 補 予 定 で す の で 、 棄 権 せ ず に 投 票 よ ろ し く お 願 い し ま

す 。  

ま た ６ 月 か ら 新 体 制 と な り ま す の で 、支 部 ス タ ッ フ と し て 、一 部 で も お 手 伝 い

頂 け る 方 や 支 部 活 動 に 興 味 の あ る 方 は 是 非 お 声 が け 頂 く か 、  jr3kuf@jarl.com 

ま で 連 絡 お 願 い し ま す 。  

Ｊ Ａ Ｒ Ｌ 和 歌 山 県 支 部 ⾧  池 上  和 彦  

 

 

－  ３  －  



みなさんこんにちは、JR3QHQ 関西地方本部の田中です。 

 

和歌山県支部支部大会の開催おめでとうございます。 

 

2024 年は、年始から能登半島地震や羽田空港での海保機と日航機の衝突事故と全く良く

ない災害と事故でのスタートとなってしまいました。 

今年は、これ以上の悪い出来事が無いことを祈ります。 

 

さて、関西地方本部の来期の事業ですが、前期とあまり変更はありませんが従来の事業

に加え昨年の規制緩和を踏まえてアマチュア無線家を増やし育てて行く事業に力を入れて

行きたいと思っています。ただ、これを実際に行うのは、アマチュア無線家のみなさんで

す。 

 

私が、昨年委員長を仰せつかった「体験運用・ニューカマー支援委員会」では会員のみ

なさんが気軽に様々な状況で体験運用が出来るように体験運用マニュアルを作成すべく委

員会で議論を重ねています。 

近々にマニュアルを JARL のホームページに掲載しますので参考にして頂いて趣味のアマ

チュア無線を楽しみつつアマチュア無線家を増やすために体験運用を行い PR を行ってい

ただければ幸いです。 

 

みなさんが一番興味のある QSL カード遅延問題ですが、「体験運用・ニューカマー支援

委員会」と共に新設された「QSL 問題対策委員会」の委員長に JH3GXF 安孫子理事が就任さ

れました。現在、JARL からは QSL カードの発行枚数見直しのお願いをしていますが、今後

この委員会で解決策が議論される事になっています。私も期待しいます。 

 

JARL 本部ですが、新しい会長になって徐々に正常化に向かっています。 

今年は、選挙の年です。JARL を以前の JARL に戻す事はできません。 

真剣にアマチュア無線の事を思っていられる方に投票をお願いします。 

どうかよろしくお願いします。 

 

趣味のアマチュア無線ですからみなさんが、楽しみながらそれらを行うと言うスタンスで

十分です。是非、多くの人にアマチュア無線を PRし体験運用を行ってください。 

 

これからもご協力よろしくお願いいたします。 

 

－ ４ － 



 

 

 

一般社団法人 日本アマチュア無線連盟 

和歌山県支部長 池上 和彦 様 

 

 

JARL 和歌山県支部大会･ハムの集いのご盛会を

心からお慶び申し上げます。 

長かったコロナ禍も漸く収まる兆しが見えて参

り、各種の行事や活動が再開されておりますが、

引き続き感染防止に十分にご留意いただき、ア

マチュア無線やアイボールを楽しまれて下さい。 

皆様方のご健勝とますますのご活躍をお祈りい

たします。 

 

一般社団法人 日本アマチュア無線連盟 

会長 JA5SUD 森 田 耕 司 

FreeText
ー　５　ー



行事内容 結果報告

D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～ 1回／月　計12回実施

支部運営委員会クラブ代表者会議 会議会場とＺＯＯＭにより開催

行事内容 結果報告

３／２１～６／３０ ８Ｊ３Ｗ１５０Ｓ特別局運用（和歌山県誕生150年記念） 管理者JF3DCH　９６９７局交信

３（日） 第３４回和歌山コンテスト ３１０局参加　県内局５７局

２９（祝）３０（土） 8J3XXVI　移動運用（護摩壇山）

２９（祝）～

１１（水）

１５（日） 和歌山ハム・ベンション（春季） 雑賀崎鉄鋼団地　５３名参加

１２（日） アンテナ製作講習会 南コミ「２４ＭＨｚ ＺＥＥＰの製作」 25名参加

２６（日） JARL定時社員総会　（東京） 池上社員参加

１６（土）１７（日） 第26回関西アマチュア無線フェスティバル2022　池田市 支部ブース

２４（日） 支部移動デイ
和泉葛城山移動　９名参加
護摩壇山グループ、大台ケ原グループ

３０（土）３１（日） 関西地方本部ARDF競技大会・全国高校ARDF競技大会併催 支部としては参加なし

２０（土）２１（日） ハムフェアー　東京ビックサイト 支部としては参加なし

27日～ ８Ｊ３ＷＬ特別局運用（支部発足５０周年記念）

２８（日） CW&DXミーティング 東部コミ「どう思う３題」　13名参加

9月 １１日(日) 非常通信訓練 １７局参加

１６（日） フィールドミーティング舞洲（地方本部） ４名参加

３０（日） 和歌山ハム・ベンション（秋季） 雑賀崎鉄鋼団地　４７名参加

１１月 ６（日） テクニカル講座 東部コミ　「FT8入門」　２０名参加

１２月 ４（日） 年末ハムの集い（地方本部） ＺＯＯＭにて参加

1月 １４（土） 支部大会打合せ ４名参加

２月 ５（日） 支部大会・ハムの集い 東部コミ

３月

　―　６　－

５月

６月

7月

８月

10月

２０２２年度　JARL和歌山県支部行事結果報告

日　時

4/10、5/8、6/12、7/10、
8/7、9/11、10/9、11/13、
12/11、1/8、2/12、3/12

5/29、7/10、9/18、12/11、
3/5

日　時

8J3XXVI　和歌山県運用 １６８５局交信

４月



自　４　月

至　３　月

支

入

出

科　　　　　　　　　目 当月分（３ヶ月分） 備　　　　　　　考

2022（R4）年度
2022/4/1～2023/3/31部 部

査 長

監 会

幹
事

次　月　（期）　繰　越　高 587,271

一般社団法人　日 本 ア マ チ ュ ア 無 線 連 盟－　７　－

計 274,847

雑 費

賞 典 費

非 常 通 信 費

事 務 印 刷 費

コ ン テ ス ト 費 23,124

消 耗 品 費 1,210

支 部 報 発 行 費 3,786

通 信 費 51,516

交 通 費 20,000

催 物 費 162,723

渉 外 費

計 170,000

会 議 費 12,488

雑 収 入

受 取 利 息

収

支 部 費 170,000

賞 典 収 入

前 月 (期） 繰 越 高 692,118

累計

計長

支  部  費  収  支  報  告

会
計

和歌山県 支部

本 支



行事内容 結果報告

D-STAR　非常通信のためのロー
ルコール　２０時～

１回／月で１０回実施
延べ２３６局参加

※ 別途報告

支部運営委員会クラブ代表者会議 会議会場とＺＯＯＭにより開催

行事内容 結果報告

２（日） 第３５回和歌山コンテスト
県内局：66局　県外局：207局参加
※ 別途報告

９日(日) コンテストＬＯＧの作成講習会 田中講師 中央コミ　17名参加、ZOOM 3名参加

２９（土）３０（日） ８Ｊ３ＸＸＶＩＩ　和泉葛城山移動 16局参加　2日間で302局と交信

1（月）-11（木） ８Ｊ３ＸＸＶＩＩ　和歌山県運用 上記含め延べ2421局と交信

１４（日） 和歌山ハム・ベンション（春季）
雑賀崎鉄鋼団地　61名参加

１１（日） アンテナ製作講習会 スーパーラドアンテナ　東部コミュニティ　20名参加

２５（日） JARL定時社員総会　（東京） 池上社員、片山社員参加

１５（土）１６（日） 第27回KANHAM 和歌山県ブース来訪者　15日70名16日29名

２２（土）２３（日） 支部移動デイ
護摩山移動G
葛城山移動G 22日13名、23日6名参加

８月 ２７（日） CW&DXミーティング
「極大期に入ったサイクル25を楽しもう!!」廣井世話人
中央コミュニティセンター会場参加者15名ZOOM7名

９月 １０(日) 非常通信訓練 ３０局参加　※ 別途報告

１５（土） フィールドデーミーティング舞洲 地方本部主催

２９（日） 和歌山ハム・ベンション（秋季） 雑賀崎鉄鋼団地

１１月 ５（日） テクニカル講座
HQSLの始め方　廣井講師
北コミュニティセンター　15名参加

12月 ３（日） 年末ハムの集い 地方本部主催大阪府池田市

1月 １３（土） 支部大会打合せ 抽選会用品の買い出し他

４（日） 支部大会 印南町公民館

１１（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

３（日） 支部運営委員会クラブ代表者会議

１０（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

ー　８　－

２月

３月

２０２３年度　JARL和歌山県支部行事結果報告（途中経過）

日　時

4/9、5/14、6/11、7/9、
8/13、9/10、10/8、11/12、
12/10、1/14

5/28、7/2、10/22、12/10

１０月

日　時

４月

５月

６月

７月



自　４　月

至　１２　月

－　９　－

和歌山県 支部

監 本 支

長

会会

部 計 部

科　　　　　　　　　目 当月分（３ヶ月分） 累計 備　　　　　　　考

査
幹

計長 事

前 月 (期） 繰 越 高 587,271

支 部 費 250,000

収
賞 典 収 入

雑 収 入

受 取 利 息

入

計 250,000

会 議 費 7,549

催 物 費 26,754

渉 外 費

通 信 費 1,889

交 通 費 5,000

支
消 耗 品 費 1,210

支 部 報 発 行 費

事 務 印 刷 費 6,140

コ ン テ ス ト 費 40,030

賞 典 費

非 常 通 信 費

雑 費 3,713

出

744,986

一般社団法人　日 本 ア マ チ ュ ア 無 線 連 盟

2023（R5）年度
2023/4/1～
2023/12/31

支  部  費  収  支  報  告　（途中経過）

計 92,285

次　月　（期）　繰　越　高



初版：2023/12/10

赤字修正箇所 修正：2024/2/1

JARL和歌山県支部 JARL関西地方本部行事予定 備　考

７（日） 第３６回和歌山コンテスト 9時～21時

１４日(日) コンテストＬＯＧの作成講習会

１４日(日) D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

２７（土）２８（日） 27日21時～28日21時 ALL JAｺﾝﾃｽﾄ

２９（日） KANHAMコンテスト

1１（土）１２（日） 1１日21時～1２日12時 関西VHFｺﾝﾃｽﾄ

１２（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

１９（日） 和歌山ハム・ベンション（春季） 雑賀崎鉄鋼団地

１（土） 地方本部会議

２（日） 支部運営委員会クラブ代表者会議

９（日） アンテナ製作講習会

９（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

１５（土）１６（日） 15日0時～16日24時（UTC) ALL ASIA DX CW

１６（日） モービルFOXハンティング 雑賀崎鉄鋼団地

２３（日） JARL定時社員総会　（東京）

２９（土） 地方本部会議

３０（日） 支部運営委員会クラブ代表者会議

６（土）７（日） 6日21時～7日15時 6m&Downｺﾝﾃｽﾄ

１３（土）１４（日）
　第28回関西アマチュア無線
フェスティバル2024　池田市

１４（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

２０（土）２１（日） 支部移動デイ

３（土）４（日） 3日21時～4日15時に戻る ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰ･ｺﾝﾃｽﾄ

１１（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

２４（土）２５（日） ハムフェアー　有明GYM-EX

２５（日） CW&DXミーティング

７（土）８（日） 7日0時～8日24時（UTC) ALL ASIA DX 電話

８(日) 非常通信訓練

８(日) D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

１６（月）（祝） 6時～18時 第54回XPO記念ｺﾝﾃｽﾄ

５（土） 地方本部会議

６（日） 支部運営委員会クラブ代表者会議

１２（土）１３（日） 12日21時～13日21時 全市全郡ｺﾝﾃｽﾄ

１３（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

１３（日） フィールドミーティング舞洲（地方本部）

２７（日） 和歌山ハム・ベンション（秋季） 雑賀崎鉄鋼団地

１０（日） テクニカル講座

未定 関西地方本部ARDF競技大会

１０（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

１（日） 年末ハムの集い・地方本部会議

８（日） 支部運営委員会クラブ代表者会議

８（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

２（木）～７（火） 2日9時～7日21時 QSOﾊﾟｰﾃｨｰ

１１（土） 支部大会打合せ

１２（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

２（日） 支部大会 和歌山市

９（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

１（土） 地方本部会議

２（日） 支部運営委員会クラブ代表者会議

９（日） D-STAR　非常通信のためのロールコール　２０時～

－　10　－

２月

３月

１１月

１月

８月

９月

１０月

１２月

２０２4年度　JARL和歌山県支部行事予定

日　時

４月

７月

５月

６月



支部長 会計幹事

単位：円

予 算 額 前 期 予 算 額 増 減 額

340,000 340,000 0

収

入

340,000 340,000 0

20,000 20,000 0 会場費等

支 150,000 150,000 0 会場費等

26,000 26,000 0 ZOOM費用等

35,000 35,000 0 会議出席者交通費補助

5,000 5,000 0 事務用品費計上

35,000 35,000 0

出 60,000 60,000 0

9,000 9,000 0

340,000 340,000 0

0 0 0

令和６年度和歌山県支部費収支予算案

和歌山県支部

科 目 備 考

前 期 繰 越 高

支 部 費

賞 典 収 入

寄 付 金 収 入

受 取 利 息

雑 収 入

小 計

会 議 費

催 物 費

渉 外 費

通 信 費

交 通 費

消 耗 品 費

事 務 印 刷 費

予 備 費

小 計

次 期 繰 越 高

コ ン テ ス ト 費

賞 典 費

非 常 通 信 費

諸 会 費

雑 費

ー　１１　－
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第３５回和歌山コンテストに参加くださった皆さん、ありがとうございました。 

 

当日の和歌山は、天候の悪い地域もありましたが、移動運用が多かったように思います。移動

運用の皆さん、ご苦労さまでした。 

県内局の参加は５９局で、前回の５７局とほぼ同じでした。それでも和歌山県内局が少ないという

感想がよせられていますので、県内局の局長さん一人ひとりの運用時間をもう少し多くするよう努

めてもらいたいとと思います。 

今回は、各コンテスト委員のコメントも寄せてもらいましたので、ご一読願います。 

 

特別賞について 

県外局、県内局ともに２文字コールのＯＴ(Old Timer)さんへ贈ります。 

ＪＡ６ＤＨ園田勝英様 和歌山県内１８局と交信し、県外局 HF ﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ電信電話にエントリーされ

ました。また、昨年までの５年間で４回参加して下さいました。 

前回のコンテスト応募書類にお書きのコメントから、今年は開局７０周年と思われます。 

ご健康で、ＦＢなハムライフをお楽しみください。 

ＪＡ３ＢＹ加藤明利様 JARL 和歌山県支部の大先輩、和歌山コンテストは初参加？ 

 これからも、ご指導よろしくおねがいします。 

 

======= ２文字のＯＴさんが大変です ======= 

横道に逸れますが、コンテストの電子メールを整理しながらワッチしていた時です。 

ＣＱ呼出に対して２文字のＯＴさんが応答したのですが、「３文字目は何ですか、送って下さい」「２

文字です、３文字目はありません」のやりとりが２・３回あり呼出符号に納得できない様子です。Ｏ

Ｔさんは交信をあきらめてしまいました。 

これを聞いていて、何とかせないかんと私は思いました。しかし、この後ＣＱ呼出の局と私が交

信し始めても、先ほどのことをどう伝えるか、話し方が浮かびませんでした。 

このようなことがあり、「２文字の多くのＯＴさん方は、戦後のアマチュア無線再開に一生懸命取り

組まれたのです。そして、現在もアマチュア無線を楽しんでおられると思います。いつ、どのような

状況で交信のチャンスがあるか分かりません」と、カンペを作った次第です。  ======= 話を

戻します ======= 

 

次回の和歌山コンテストからは、書類提出期限を早めること、コンテスト中の移動範囲の明確

化、などコンテスト規約を一部改訂の予定です。コンテスト前に規約をよく読んで 

ご参加お待ちしています。ありがとうございました。 ７３＆８８ 

            2023/6/28   コンテスト委員長 JH3QED 上田展史         
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ログチェックさせていただく中で思うことは、単純ミスが意外に多いことです。 

コンテスト参加局は提出前にご面倒でももう一度以下の点について、再確認していただければ、

減点や訂正が激減するのではないかと思っています。 

 

① 参加種目の記述に不足や誤りが無いか 

② 交信相手局のコールサインに誤りが無いか 

③ 受信レポート（特にコンテストナンバー）に誤りが無いか 

 

交信局数が多い方は、電子ログによる提出を是非ご検討下さい。（CTESTWIN 推奨） 

次回からは提出期限も短くなります、正確なログ提出にご協力よろしくお願いします。 

                           

コンテスト委員 JF3DCH 赤坂幸作 

 

 

 

このたびは、和歌山コンテストにご参加いただきありがとうございました。 

また、私がコンテスト委員として一年目であることを含め、皆様のご支援に感謝申し上げます。コ

ンテスト委員としての一年目は学びと成長の機会でした。 

皆様の素晴らしい成果に触れることで、アマチュア無線の魅力と可能性を改めて実感しました。

私たちのコンテストが、参加者の皆様にとって特別な場となり、交流の機会を提供できたことを心

から喜んでいます。 

また、コンテストは常に進化し続けるものです。皆様からの貴重なフィードバックやアイデアを通

じて、次回のコンテストにおいてさらなる改善と魅力の向上に取り組んでまいります。 

最後に、再度皆様のご参加に心より感謝申し上げます。 

 

                      コンテスト委員 JG3DJX 佐崎利幸 

FreeText
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     第 36回和歌山コンテスト 

日時 2024(R6)年 4月 7日(日)09:00～21:00JST 
参加資格 日本国内のアマチュア無線局およびSWL 

部門 N：和歌山県内の部 G：和歌山県外の部 S：SWLの部 

種目・コード・使用バンド 一覧表 

周波数区分 JARL主催コンテスト使用周波数帯を適用。1.9,1200MHzはｱﾏﾁｭｱﾊﾞﾝﾄﾞ使用区分を準用

する。 

呼出 ○県内局 (電信) CQ WK TEST IN DE J*3*** 

                (電話) CQ 和歌山コンテスト こちらは県内局 J*3*** 

   ○県外局 (電信) CQ WK TEST NI（Not IN）DE J*7*** 

                (電話) CQ 和歌山コンテスト こちらは県外局 J*7*** 

交信の相手局  県内局：国内全域  県外局：和歌山県内局のみ  

コンテストナンバー 県内局： RS(T)+市・郡ナンバー 

          県外局： RS(T)+都府県支庁ナンバー 

得点  1交信を1点とする。SWLは和歌山県内のみを1点とする。同一バンド内での重複はモード

が異なっても得点としない。 

マルチプライヤー ○県内局：各バンドごとに都府県支庁(和歌山県を除く)および、和歌山県内の 

市・郡を1マルチとする。 

                  ○県外局：各バンドごとに和歌山県内の市・郡を1マルチとする。  

総得点  得点合計 x マルチ合計 

提出書類 JARLコンテスト用サマリーシート及びログシート、またはそれと同一と見なし得る書式 

種   目 
和歌山県内 和歌山県外 

電信 電信電話 電話 電信 電信電話 電話 

シ 

ン 

グ 

ル 

オ 

ペ 

1.9MHzシングルバンド NC1.9 NX1.9 ----- GC1.9 GX1.9 ----- 

3.5MHzシングルバンド NC3.5 NX3.5 ----- GC3.5 GX3.5 ----- 

7MHzシングルバンド NC7 NX7 NP7 GC7 GX7 GP7 

14MHzシングルバンド NC14 NX14 ----- GC14 GX14 ----- 

21MHzシングルバンド NC21 NX21 ----- GC21 GX21 ----- 

28MHzシングルバンド NC28 NX28 ----- GC28 GX28 ----- 

HF(1.9～28MHz)マルチバンド NCHF NXHF NPHF GCHF GXHF GPHF 

50MHzシングルバンド NC50 NX50 ----- GC50 GX50 ----- 

144MHzシングルバンド NC144 NX144 ----- GC144 GX144 ----- 

430MHzシングルバンド NC430 NX430 ----- GC430 GX430 ----- 

1200MHzシングルバンド NC1200 NX1200 ----- GC1200 GX1200 ----- 

V・U(50～1200MHz)マルチバンド NCVU NXVU ----- GCVU GXVU ----- 

マルチオペ マルチバンド電信・電話 ----- NXMA ----- ----- GXMA ----- 

S W L マルチバンド電信・電話 SWL   (和歌山県内・外共通) 
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締切   2024(R6)年 4月 21日(日)到着分まで（郵送の方はお早めに） 

提出先 〒641-8691 和歌山南郵便局私書箱1号 JARL和歌山県支部コンテスト係 

    E-mail : wk-test@jarl.com 

問合せ 提出先と同じ 

結果・表彰 

   結果は当県支部ホームページで発表します。インターネット接続環境にない方はSASEをお勧

めします。表彰は、各部門・種目別にエントリー数が 5局以内は 1位のみ、6～10 局は 2位ま

で、11局以上は3位までです。 

表彰の対象者で賞状発行（PDF)を希望する局には次の要領で発行します。(但しJARL会員に

限る) 希望の方は、氏名･コールサイン･種目･順位、メールアドレスを連絡下さい、こちらで

確認後、送付します。希望の受付は結果発表後1カ月、申込み先はログ提出先と同じです。 

どうしても紙で必要な方は140円切手を同封の上SASEで請求下さい。 

禁止・その他 

○ JARLコンテスト規約に準じる。 

○ エントリーは次のとおり。シングルオペは2種目以内、ただしHF帯(1.9～28MHz)とV・UHF帯 (50

～1200MHz)で各1種目とする。マルチオペは1種目とする。SWLは 1種目とする。同一個人が、

2以上のコールサイン（SWLナンバー含む）を使用してのログ提出は認めない。 

○ 和歌山県内登録クラブ対抗；サマリーの登録クラブ欄に登録クラブ番号とクラブの名称を記入

すること。 

○ コンテスト結果が必要な方は、長形3号の封筒に94円切手を貼ったSASEを同封して下さい。 

○ 移動局に対して、移動した事実を証明できるもの(宿泊先の領収書、当該地域での買い物の領収

書、移動地で撮影した日付入の写真など)の提出を求める場合があります。また、サマリーシー

トへの移動先の記載は単に市郡名の記載ではなく、＊＊市＊＊山、山頂付近などの具体的地域

の記載をお願いします。 

○ 副賞の「和歌山県特産品」はエントリー数、得点などにより、県内の部・県外の部ともに入賞

１０個以内と、特別賞1個程度の予定です。 

○ ＜電子ログで提出される場合のお願い＞ 

電子ログサマリーはJARL Web記載の電子ログ作成ツールの旧ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ(VERSION=R1.0)で提出

をお願いします。ウイルス対策上から添付ファイルは受け付けません。 

件名欄は「WK-TEST＋貴方のコールサインまたは准員番号」、送信者名は「氏名」または「コ

ールサイン」を正しく名乗ること。（悪戯と紛らわしい送信者名は使用しないで下さい。迷

惑メールで削除されても責任は持ちません。) 

メールで提出時、1種目1メールとし2種目を同一メールで送付しないで下さい。  

再提出の場合、件名は コールサイン＋「再提出」 

問合せは コールサイン＋「問合せ」として下さい。 

ログ提出者は当ホームページで公表します。 

 

＜コンテストにおいて交信した際のＱＳＬカード交換について＞ 

コンテストにおけるＱＳＬカード交換は、基本無しでお願いします。 

ＱＳＬの必要な方はＨＱＳＬを活用しましょう。 
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2023 年度 JARL 和歌山県支部非常通信訓練結果報告 

 

実施日  ：2023 年 9 月 10 日 13：00～15：00 

周波数･電波形式 ：433MHz ／ FM 

参加局（ログ提出局とそのログから抽出した局） 

 コールサインは MS Excel でエリア順、ABC 順にソート。お名前は敬称略でカタカナ 

表記（読み方不明分は漢字表記）、（ ）内は運用地、ログ提出いただいた局はコールサイ 

ンの前に★印を添付 

JF2CTT/2 ﾎﾓﾄ（熊野市） JH2DTB/2 ﾐﾔﾓﾄ（尾鷲市） JL2XCH/2 ﾏﾍ（゙熊野市） JR2QLO 

ﾀﾅｶ（志摩市） JR2XCH/2 ﾏﾍﾞ（熊野市） ★JA3FRI ﾔﾏﾀﾞ（紀の川市） JA3MWN ﾏﾂﾑ

ﾗ（岩出市） JA3PNG ｵｶﾉ（紀の川市） JE3HAO ﾅｶﾀﾆ（紀の川市） ★JE3MLC/3 ﾀﾑﾗ

（和歌山市和歌山城天守閣入口広場） JE3OGZ ｻｶｲ（日高川町） ★JF3DCH/3 ｱｶｻｶ（新

宮市田⾧谷林道） JF3QUE ﾏﾙﾔﾏ（御坊市） ★JF3DJX/3 ｻｻﾞｷ（古座川町） ★JG3LBL 

ﾉﾓﾄ（那智勝浦町） ★JG3ORW/3 ﾋﾛﾑﾗ（印南町） ★JG3PMS ﾅｶｵ（神戸市垂水区） 

JH3OKA 納富（生駒市） JH3QED ｳｴﾀ（゙有田市） JI3KZD ﾅｶﾀﾆ（神戸市垂水区） JJ3RXF 

ｷﾉｼﾀ（串本町） JK3BBB ｻｶﾓﾄ（熊野市） ★JK3ROD/3 ﾆｼﾔﾏ（和歌山市モービル） ★

JL3EDQ/3 ﾐﾔﾊﾗ（新宮市） JL3RUA ｸﾎﾞ（宝塚市） JO3MKL/3 ﾔﾏﾓﾄ（串本町） 

JO3VUQ/3 ﾏﾂｵｶ（有田川町） ★JP3LDJ ｽｽﾞｷ（新宮市） JQ3FDH ﾅｶﾑﾗ（箕面市） 

JR3KUF/3 ｲｹｶﾞﾐ（有田川町生石高原） 

 

2023 年を振り返って 

 5 月に震度 5 弱を超える地震が 6 回発生しており、中でも 5 月 5 日に石川県能登地方を

襲った地震では震度 6 弱を記録し、人的、住家被害が出ています。1 月下旬には大雪があり、

台風は全部で 17 個発生しました。記憶に新しいところでは、12 月 23 日に奈良県下北山村

の国道 169 号線で土砂崩れが発生し、車 2 台が巻き込まれた模様（本稿執筆時）です。 

 南海トラフ地震に関して気象庁の広報によりますと、平常時（前兆がない状態）において

も今後 30 年以内に発生する確率が 70～80％と考えられています。これらの災害時には、ア

マチュア無線が活躍する場面が多く想定されます。 

 今年の訓練では、昨年に引き続きキー局 2 局態勢で臨みました。また事前の広報も功を

奏し、上述の通り県内外から 30 局の参加をいただきました。JARL 和歌山県支部が主催の

訓練ですが、会員の有無や県内外を問わず参加を呼びかけました。災害時は、まずはご自身

の安全を確保し、余力があれば家族や近隣住民を、さらに余力があれば災害ボランティアと、

みんなで助けあうことが大事と考えます。それぞれが出来ることから、災害に備え準備して

参りましょう。 

 訓練に参加されましたら、是非ログの提出をお願いします。 
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令和 6年 2月 4日 

 

D-Star による非常通信のためのロールコール 実績報告について 

 

【はじめに】 

  運営委員の新宮市から来ました JF3DCH 赤坂です。 

毎月第２日曜日午後８時から行っている D-Star ロールコールについて報告します。（令

和５年６月からコントローラー、池上支部長から赤坂に交代しています） 

１月１日能登半島地震が発災し、大きな被害が出て、多くの尊い命が犠牲になりまし

た。いまだに多くの方がライフラインも復旧しない中、避難生活が続いています。和歌

山県も他人事ではありません、100 数十年周期の南海トラフ、東海大地震が迫っていま

す。携帯があるじゃないか？とお思いでしょうがいざという時は通信は切断されます。 

過去の阪神淡路、東日本大震災でもアマチュア無線が大活躍しています。特に孤立集落

の多くなる和歌山県ではなおさらです。 

JARL 和歌山県支部では、９月の非常通信訓練以外に和歌山県内に 11 あるデジタルレ

ピータ（D-Star）を使って、非常通信を図る第１歩として３年前から毎月１回第２日曜

日の８時からレポート交換を行っています。 

【令和５年度における実績報告】 

令和５年 4 月 9 日 延べ 39 局 

  5 月 14 日 局数不明 

６月 11 日 52 局 

７月 9 日 22 局 

８月 13 日 12 局 

９月 10 日 19 局 

10 月 8 日 18 局 

11 月 12 日 25 局 

12 月 10 日 29 局 

１月 14 日 20 局 

【あなたも D-Star 非常通信訓練に参加しませんか？】 

・皆さん D-Star 対応リグをお持ちの方はいらっしゃいますか？ 

・いざという時に D-Star 運用自信ありますか？ 

・どのレピータがゲート越えできるかご存じですか？ 

・どのレピータがターミナルモード（ネット接続）できるかご存じですか？ 

・何事も楽しくなければ長続きしません。軽い気持ちで参加してみませんか？ 

・最初はワッチのみでも結構です。是非コントローラー追いかけて和歌山県内の無銭旅

行を楽しみましょう。 

○次回は２月１１日午後８時「和歌山七番町４３０」で皆様をお待ちしています。 

運営委員： JF3DCH 新宮市 
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和歌山アワード規程 
 

 下記のように和歌山県内の市郡町村から各１枚の QSL カードを取得する。 

１．    Excellent 賞      ３０市町村 

２．    Ａ賞                ９市 

３．    Ｂ賞                ６郡 

４．    Ｃ賞              ２０町 

５．    Ｄ賞                １村 

特記      ： シングルバンドかつシングルモードのみ特記する。 

申請方法  ： JARL 制定のアワード申請書およびカードリスト(同等書式)を使用する。 

       SWL および外国局にも発行する。 

(申請者の自己申告のみで良く、証明者は必要としない) 

             また、和歌山コンテストにおいて当該市郡町村と QSO したが、その QSL カードを 

              取得出来ない場合、事実関係をコンテスト委員会が確認出来るものについては 

              当該 QSO を認めるので申請先へ問い合わせること。 

但し、最近の５年以内に限る。(５年経過後は JARL 文書管理規定で廃棄のため) 

手数料   ： 無料 但し 送料 定形外１００ｇ料金とする、現行料金￥１４０切手同封 

          外国局送料不要  過納の場合は当支部に寄付されたものとします。 

その他   ： 市町村名の変更や増減が行なわれた場合は、それらの施行日を以って本規定も 

改定されたものとする。 

: 申請者が移動して運用した場合は、その移動の範囲は、同一コールエリア内とする。 

： 和歌山アワードは平成 22 年 1 月 1 日よりの受付分から、クラス別の新デザインです。 

申請先   ： 〒641-8691 和歌山南郵便局私書箱１号    JARL 和歌山県支部アワード係 

問合せ先 ： 申請先に同じ（SASE に限る） 

          電子メールの場合は、 jr3eqg@jarl.com または jf3nim@jarl.com 

発行者 ： JARL 和歌山県支部 

 

 『和歌山アワード規定』に述べている、現存する和歌山県内の市郡町村とは下記の通りです。 

【市】 和歌山市 新宮市 海南市 田辺市 御坊市 橋本市 有田市 紀の川市   岩出市 

【町】 有田郡   ： 広川町 湯浅町 有田川町 

 伊都郡   ： 九度山町 かつらぎ町 高野町 

 海草郡   ： 紀美野町 

 西牟婁郡 ： 上富田町 白浜町 すさみ町 

 東牟婁郡 ： 古座川町 太地町 那智勝浦町 串本町 

 日高郡   ： みなべ町 由良町 印南町 日高町 美浜町 日高川町 

【村】 東牟婁郡 ： 北山村 

 JARL 発行の WACA および WAGA 方式を採用します。  即ち、各賞毎に申請時点において現存する市･郡･

町･村を有効とし、消滅した市･郡･町･村は無効とする。 

 また、申請に際して JARL が制定している市・郡番号(JCC および JCG ナンバー)を使用する事。 

ハムログなどが制定している町･村番号･記号は JARL として認めていないので、町･村名を記入して下さい。 



№ 受付日 コールサイン 名前 特記 発行日 年

265 2023/4/6 JR1BQJ 山田　実 11-Apr 2023

266 2023/4/5 JI5MTS/5 山崎　恒夫 7MHz-SSB 19-Apr 2023

267 2023/8/21 JA0JTA 清水　孝 18-Sep 2023

№ 受付日 コールサイン 名前 特記 発行日 年

242 2023/4/6 JR1BQJ 山田　実 7MHz-CW 11-Apr 2023

243 2023/4/15 JA5ICH 中井　一男 19-Apr 2023

245 2023/12/12 JH1IBT 金丸　嘉幸  14-Dce 2023

№ 受付日 コールサイン 名前 特記 発行日 年

28 2023/2/25 JF2NLF 澤崎  一郎 2-Mar 2023

№ 受付日 コールサイン 名前 特記 発行日 年

92 2023/2/25 JF2NLF 澤崎一郎 3.5MHz-CW 2-Mar 2023

93 2023/2/25 JF2NLF 澤崎一郎 7MHz-CW 2-Mar 2023

94 2023/2/25 JF2NLF 澤崎一郎 10MHz-CW 2-Mar 2023

95 2023/7/27 JI3WBB 石谷　誠蔵 7MHz-FT8 1-Aug 2023

96 2023/4/15 JA5ICH 中井　一男 19-Apr 2023

97 2023/10/12 JA0CBG 湊　啓 24-Oct 2023

№ 受付日 コールサイン 名前 特記 発行日 年

180 2023/1/18 JQ1OKU 沼田　健一 7MHz-SSB 25-Jan 2023

181 2023/2/10 JF8MJF 千葉　建治 7MHz-SSB 12-Feb 2023

182 2023/2/25 JF2NLF 澤崎　一郎 2-Mar 2023

183 2023/2/25 JH7WFF 工藤　良夫 7MHz-CW 2-Mar 2023

184 2023/9/12 JE3FVI 山下　泰司 7MHz-SSB 18-Sep 2023

185 2023/10/11 JE1EQS 國井　信良 24-Oct 2023

186 2023/10/14 JA6CBG 湊　啓 24-Oct 2023

187 2023/10/17 JH3KHS 高木　健治 144MHz-SSB 24-Oct 2023

189 2023/12/12 JA0IOF 金澤　曻 7MHz-CW    14-Dce2023

6
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監査指導報告 

 

和歌山県支部では監査指導委員１０名により HF～UHF にわたりモニターを実

施しています。 

 

2023 年度は 10 月～11 月 ガイダンス運用行いました。 

紀北周辺と紀南では南部町で運用しました。 

紀北筋ではアナウンス慣れの局がたくさんあり、すぐにサブ周波数に移り繰

り返す「いたちごっこ」の状況が続きました。 

紀南では非常に効果があり、ガイダンスアナウンス後、違法局は停波しまし

た。しばらくは出なかったと報告受けています。 

 

このように継続的かつ突発的な運用が効果的かなとも思いますが、まずは 

皆さん運用の時は、必ずコールサイン送出が一番効果があると思います。 

 

取り締まりで摘発され高額な罰金を収めたという情報は彼らにも伝わってい

ると思います。新規で免許を取りに来られた方で、こういった方々も見受けら

れました。 

 

 ２０２３（R5）年度 
HF ﾊﾞﾝ

ﾄﾞ 
50MHz 144 MHz 430 MHz 1.2GHz 合 計 

第１四半期（４～６月) 0 0 26 18 0 44 

第２四半期（７～９月) 0 0 22 48 0 70 

第３四半期（10～12 月) 5 0 75 78 0 158 

第４四半期（１～３月)  ――  ――  ――  ――  ――  ―― 

 

無線局の免許人等は、次に掲げる場合は、総務省令で定める手続き

により、総務大臣に報告しなければならない。 

 

二 この法令又はこの法令に基づく命令の規定に違反して運用した無線局を認

めたとき。 



2022-2023 ＪＡＲＬ和歌山県支部組織 作成：2022/6/27
修正：2024/2/1

役員 ＣＡＬＬ 氏名 監査指導 担当 jarl.com

支部長 ＪＲ３ＫＵＦ 池上　和彦 〇 支部長 〇

副支部長 ＪＥ３ＱＺＶ 片山　泰英 〇
副支部長・広報・
非常通信

〇

運営委員 ＪＡ３ＰＮＧ 岡野　哲 ニェーカマー 〇

運営委員 ＪＡ３ＲＶＳ 森田　克己 〇 テクニカル 〇

運営委員
ＪＡ５ＮＳＮ／３
ＪＯ３ＫＲＰ

黒岩　作次 〇 テクニカル ja5nsn

運営委員 ＪＦ３ＤＣＨ 赤坂　幸作 〇 コンテスト 〇

運営委員 ＪＧ３ＤＪＸ 佐崎　利幸 会計監査・非常通信 〇

運営委員 ＪＧ３ＯＲＷ 廣村　勝利 〇 非常通信 〇

運営委員 ＪＨ３ＱＥＤ 上田　展史 コンテスト 〇

運営委員 ＪＯ３ＣＰＸ 田ノ岡　正人 〇 ニェーカマー 〇

運営委員 ＪＯ３ＲＦＸ 宮本　謙次 〇 テクニカル 〇

運営委員 ＪＯ３ＶＵＱ 松岡　正起 委員長 総務・会計・アワード 〇

運営委員 ＪＰ３ＭＷＭ 谷口　健治 〇 テクニカル 〇

相談役 ＪＦ３ＮＩＭ 田中　将夫 〇

クラブＣＡＬＬ クラブ名 jarl.com

ＪＦ３ＱＵＥ 丸山　泰生 ＪＡ３ＹＦＨ はまゆうアマチュア無線クラブ 〇

ＪＨ２ＰＳＳ 梅沢　啓一 ＪＡ３ＹＤＣ 和歌山虎伏アマチュア無線クラブ 〇

ＪＰ３ＢＮＫ 矢野　幸弘 ＪＲ３ＹＳＧ 潮岬ハムクラブ 〇

ＪＯ３ＣＰＸ 田ノ岡　正人 ＪＩ３ＺＧＢ 紀州路田辺ハムクラブ 〇

ＪＧ３ＸＤＪ 大山　博正 ＪＨ３ＹＡＱ 紀南ハムクラブ ×

ＪＫ３ＨＬＰ 上田　崇史 桐蔭高校アマチュア無線クラブ 〇

ＪＡ３ＥＱＣ 廣井　五十二 和歌山葵クラブ 〇

ＪＦ３ＮＩＭ 田中　将夫 和歌山2m SSB愛好会 〇

JA3BY 加藤　明利 アマチュア無線和歌山クラブ 〇

ＪＲ３ＫＵＦ 池上　和彦 ＪＨ３ＹＣＤ ＪＡＲＬ和歌山県支部 〇

ＪＰ３ＭＷＭ 谷口　健治 和歌山６ｍＦＭ愛好会 〇

－　２４　ー

代表者
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